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▶早めの夏休み，ベトナムを訪ねました。約 20年
ぶりのホーチミン市（旧サイゴン）は，空港近くま
で住宅が立ち並び，シクロも見かけなくなり，どこで
もWi-Fiがつながる近代的な都市に変貌していま
した。▶学生時代に偶然，元産経新聞サイゴン特
派員の近藤紘一さんの著書『サイゴンから来た妻
と娘』を読んで以来，ベトナムに関心を持ち，何度
か旅してきました。ベトナムを訪ねる大きな楽しみは
食にあります。中でもフォー（汁麺）に目がなく，今
回もハーブを山盛りに入れてライムをたっぷり絞った
フォーを毎日食べていました。▶弊社近くには以前，
「ミュン」というベトナム料理店がありました。このミュ
ン，近藤紘一さんの奥さん（サイゴンから来た妻）
が開いたお店だったと最近になって知り，閉店した
ことをあらためて残念に思いました。� （小齋）

▶終電を気にしながらの飲み会帰りに，「trainと
trainingってスペルが同じだな」と疑問に思い，車
内で語源を調べました。▶“train”とは引っ張ると
いう意味があります。電車や列車は，一番前の車
両が引っ張っていることから，こう呼ばれるように
なったとの説があるようです。ですから，語源の同
じ“training”は学習主体を引っ張り目標とするとこ
ろまで能力を磨く，というトレーナーの能動的目線
から「トレーニングをする」という使い方をするよう
です。▶しかし，私見としては「トレーナーがトレー
ニーを鍛える」という意味よりは，「自らを鍛える」
という意味合いが一般的なのではないかと思いま
す。だからと言って，「トレーニングはされるものだ」
という屁理屈をこねるつもりはありません。それよりも
カタカナの便利さに惑わされないようにと自戒の念
を込めたい，それだけです。� （宇津井）

次号
予告 10

2015

October

編集後記

アカウントをお持ちの方は「看護管理」で検索し
ていただき，「いいね！」をお願いいたします。
http://www.facebook.com/kangokanri1991
◉twitter アカウントは，@kangokanri です。
合わせてフォローをお願いいたします。

facebookやってます！

特集

真に現場で機能する
eラーニング
主体的な学びやキャリアにつながるプログラムの設計と構築
以前から医療現場においてeラーニングは有用であるとされているが，新人看護職員研修や，職員
全体に対する研修が義務づけられている医療安全・感染対策研修などを中心に導入が進んでい
るものの，いまだスタッフの主体的な学びやキャリアアップに効果的に活用できているとは言い難い。 
そこで本特集では，主体的学習につなげるための方法論や，教育計画全体やキャリアラダーへの組
み込みを含めた eラーニングの活用方法について，先進的な取り組みから考察したい。

【座談会】オンライン教育を主体的な学び，キャリアにつなげるための方法論
教育工学と看護学のクロストーク◉重田勝介／染谷裕／保田江美
忙しい病院だからこそeラーニング！
LMSと内製コンテンツを連動させた院内研修◉染谷裕
九州大学病院「院内と地域の看護職員を対象とするeラーニングシステム」
設計と運用◉濱田正美／吉川由香里
済生会茨木病院における新人看護師育成を中心とした
院内教育へのeラーニングの効果的導入◉田中典子
医学書院「eナーストレーナー」の紹介

巻頭

うちの師長会・主任会㉒　母子愛育会 愛育病院
特別記事

東京大学医科学研究所附属病院における病棟再編の取り組み③
◉佐々木美奈子／武村雪絵
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